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イスラエルの人々⑯ 

 

□イスラエルの人々の信仰の手本（失敗から学ぶ） 

モーセは手を上げ、彼の杖で岩を二度打った。すると、豊かな水が湧き出たので、会衆

もその家畜も飲んだ。しかし、主はモーセとアロンに言われた。「あなたがたはわたしを

信頼せず、イスラエルの子らの見ている前でわたしが聖であることを現わさなかった。

それゆえ、あなたがたはこの集会を、わたしが彼らに与えた地に導き入れることはでき

ない。」（民 20：11～12） 

 

□前回までの振り返り 

1. イスラエルの民は、シナイ山のふもとで、主がモーセに命じられたとおりに、幕屋

を製作し、設営し、油注ぎをして聖別した。 

2. エジプトを出てから 2 年目の第二の月（5 月）20 日、いよいよ約束の地に向けてシ

ナイ山のふもと（シナイの荒野）から出発した。約束の地に入る経由地であるパラ

ンの荒野に着くまでに、３つの事件が起きた。 

3. パランの荒野での宿営地はカデシュ。申命記 1：19 では「カデシュ・バルネア」。約

束の地を目前にして、カデシュ・バルネア事件が起きた。この事件は、イスラエル

が主を試み、主の声に聞き従わなかった出来事の 10 番目。エジプトと荒野で主の栄

光を見ながら、十度も主に聞き従わなかったイスラエルのその時の世代は、ついに

約束の地に入ることができなくなり、荒野の旅は 40 年続くと宣告された。 

4. イスラエルの民は約束の地を背にして再び荒野の奥へと進んで行った。その旅の中

で、コラによる反乱事件が起きた。首謀者はレビ族のコラ、これにルベン族のダタ

ンとアビラムが共謀した。彼らの住まいの天幕は、足もとの地面が割れて、家族や

所有物とともに地の中に呑み込まれた。また反乱に同調し、主の前で香をたいて立

っていた 250 人は、主から出た火により焼かれて死んだ。 

5. 前回は、コラ事件の翌日に起きた大乱事件であった。イスラエルの人々がモーセと

アロンに向かって「あなたがたは主の民を殺した」と言って、二人に逆らって結集

したので、神の罰が人々に下った。 

(1) アロンが宥めの香をたいて、死んだ者たちと生きている者たちとの間に立った

とき、罰は終わった。これにより死んだ者は、14,700 人であった。 

(2) 主は、アロンの祭司職が神によって立てられたことを明らかにして、イスラエ

ルの人々の不平を鎮めるために、モーセに命じて、十二部族の各部族長の杖を

集めさせ、幕屋の中にそれらを置かせた。翌日見ると、レビ族のアロンの杖だ

けが芽を出し、つぼみをつけて、花を咲かせて、アーモンドの実を結んでいた。 

6. この事件の後、荒野の旅は 38 年間続くが、その間の記事はない。今回は、荒野の旅

も 40 年目に入るところからである。民数記 20 章、メリバの水事件である。 
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□イスラエルの人々⑯ メリバの水事件 

 

1. エジプトを出てから 40 年目の第一の月に、ツィンの荒野に入り、再びカデシュに宿

営した。そこで、アロンとモーセの姉で女預言者（出 15：20）であったミリアムが

死んだ。 

 

20：１ イスラエルの全会衆は、第一の月にツィンの荒野に入った。民はカデシュ

にとどまった。ミリアムはそこで死んで葬られた。 

⚫ ツィンの荒野・・・パランの荒野の北に隣接している。カデシュはふたつ

の荒野の境に位置する。パランの荒野からツィンの荒野に入ると、そこは

約束の地。よって、ツィンの荒野は、約束の地の南端（民 13：21） 

⚫ ミリアムが何歳だったかは不明。モーセはこのとき 120 歳、アロンはモー

セよりも 3 歳年上（出 7：7）。 

⚫ 生後 3か月のモーセがかごに入れられてナイル川の岸の葦の茂みの中に置か

れたとき、ミリアムは離れたところに立って見ていた。エジプト王の娘が

その子を拾うと、「乳母となるようなヘブル人の婦人を連れてきましょうか」

と声をかけ、母を呼んで来た（出 2：1～10） 

 

2. この宿営地では水がなかった。イスラエルの人々は集まってモーセとアロンに逆らっ

た。 

 

20：2～5 そこには、会衆のための水がなかった。彼らは集まってモーセとアロン

に逆らった。民はモーセと争って言った。「ああ、われわれの兄弟たちが主の前で死

んだとき、われわれも死んでいたらよかったのに。なぜ、あなたがたは主の集会を

この荒野に引き入れ、われわれと、われわれの家畜をここで死なせようとするのか。

なぜ、あなたがたはわれわれをエジプトから連れ上り、このひどい場所に引き入れ

たのか。ここは穀物も、いちじくも、ぶどうも、ざくろも育つような場所ではない。

そのうえ、飲み水さえない。」 

⚫ 波線部は、コラによる反乱事件のときに、共謀者のルベン族ダタンとアビ

ラムが言った不満と同じような内容 

 

3. モーセとアロンは、会衆から離れ、会見の天幕の入り口にやって来て、ひれ伏した。 

 

20：6～9 モーセとアロンは集会の前から去り、会見の天幕の入り口にやって来て、

ひれ伏した。すると主の栄光が彼らに現れた。主はモーセに告げられた。「杖を取れ。

あなたとあなたの兄弟アロンは、会衆を集めよ。あなたがたが彼らの目の前で岩に
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命じれば、岩は水を出す。彼らのために岩から水を出して、会衆とその家畜に飲ま

せよ。」そこでモーセは、主が彼に命じられたとおりに、主の前から杖を取った。 

⚫ 主の命令は３つ。杖を取る。会衆を集める。会衆の目の前で岩に命じる。 

⚫ モーセとアロンの役割は・・・会衆のために岩から水を出して、飲ませる 

⚫ 主の前から杖を取った・・主の前の杖とは、38 年前のアロンの杖である。

「芽を出し、つぼみをつけ、花を咲かせて、アーモンドの実を結んでいた」

（民 17：8）、そして、「アロンの杖をあかしの箱の前に戻して、逆らう者た

ちへの戒めのために、しるしとせよ。彼らの不平をわたしから全くなくせ。

彼らが死ぬことのないようにするためである」（民 17：10）という主の命令

に従って、モーセの幕屋の中に置かれていた杖である。 

 

4. モーセとアロンは岩の前に集会を召集した。 

 

20：10～11 モーセとアロンは岩の前に集会を召集し、彼らに言った。「逆らう者た

ちよ。さあ、聞け。この岩から、われわれがあなたがたのために水を出さなければ

ならないのか。」モーセは手を上げ、彼の杖で岩を二度打った。すると、豊かな水が

湧き出たので、会衆もその家畜も飲んだ。 

⚫ モーセとアロンは、人々に怒りをぶつけてしまった。 

詩篇 106：32～33 彼ら（イスラエルの会衆）はメリバの水のほとりで主

を怒らせた。モーセは彼らのゆえにわざわいを被った。彼らが主の御霊に

逆らったとき 彼（モーセ）が軽率なことを口にしたのである。 

⚫ モーセは、杖で岩を打ってしまった。岩を打って水を出すというのは、エ

ジプトを出て間もなく、レフィディムで経験していた（出 17：1～7） 

⚫ 1 度打ったが水は出なかった。そのとき、主の命令は「杖で打て」ではなく、

「岩に命じる」であったことを、モーセは思い返して、主の命令の通りに

すべきであったが、そうせずに、2 度も打ってしまった。 

⚫ モーセの命令違反にもかかわらず、主は水を湧き出させ、会衆に飲ませた。 

 

5. しかし、主はモーセとアロンに言われた。 

 

20：12～13 しかし、主はモーセとアロンに言われた。「あなたがたはわたしを信頼

せず、イスラエルの子らの見ている前でわたしが聖であることを現さなかった。そ

れゆえ、あなたがたはこの集会を、わたしが彼らに与えた地に導き入れることはで

きない。」 

これがメリバ（争う）の水である。イスラエルの子らが主と争った場所であり、主

はご自分が聖であることを彼らのうちに示されたのである。 
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6. カデシュを旅立ち、ホル山に着いた。アロンが死んだ。エジプトを出てから 40 年目

の第五の月の一日であった。 

 

20：22～26 イスラエルの全会衆はカデシュを旅立ち、ホル山に着いた。主は、エ

ドムの国境に近いホル山で、モーセとアロンにお告げになった。 

「アロンは自分の民に加えられる。彼は、わたしがイスラエルの子らに与えた地に

入ることはできない。それはメリバの水のことで、あなたがたがわたしの命に逆ら

ったからである。あなたはアロンと、その子エルアザルを連れてホル山に登れ。ア

ロンの衣服を脱がせ、それをその子エルアザルに着せよ。アロンは自分の民に加え

られ、そこで死ぬ。」 

 

20：27～29 モーセは、主が命じられたとおりに行った。彼らは、全会衆の見てい

る前でホル山に登って行った。モーセはアロンの衣服を脱がせ、それをその子エル

アザルに着せた。アロンはその山の頂で死んだ。モーセとエルアザルが山から下り

て来てとき、全会衆はアロンが息絶えたのを知った。そのためイスラエルの全家は

三十日の間、アロンのために泣き悲しんだ。 

 

33：38～39 祭司アロンは主の命によりホル山に登り、そこで死んだ。それは、イ

スラエルの子らがエジプトの地を出てから 40 年目の第五の月の一日であった。アロ

ンはホル山で死んだとき、123 歳であった。 

 

7. アロンは死んで約束の地に入ることはできなかったが、将来、復活して約束の地の上

に立つであろう。アロンは過ちを犯したが、彼もまた信者だからである。アロンの名

は、モーセや預言者サムエルと並んで詩篇にも登場する。 

 

詩篇 99：6 モーセとアロンは主の祭司たちの中に サムエルは御名を呼ぶ者たちの

中にいた。彼らは主を呼び 主は彼らに答えられた。 

 

□メリバの水事件において、モーセとアロンは「イスラエルの子らが見ている前でわたし

が聖であることを現わさなかった」と、主から責められました。 

では、「主が聖であることを現す」ためには、モーセとアロンはどうすればよかったので

しょうか？  

また、そのことを私たちの信仰生活にあてはめると、どのようなことに私たちは注意した

らいいでしょうか？ 


